




タッド付き鋼板，下フランジ付き鉄筋が溶植された鋼板，
及び孔あき鋼板－コンクリート間は，完全合成を仮定し，
横桁腹板などずれ止めを有しない鋼板－コンクリート間
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降伏時の断面力によって，単純はりとして設計計算す
ると，降伏応力度を過大に超過し，耐震設計の基本方
針である終局時に鋼断面を降伏させないことを保証で
きない。
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